
毎
日
の
心
が
け
が

大
き
な
効
果
に

省
燃
費
運
転
の

さ
ら
な
る
継
続
を

　11月は「エコドライブ推進月間」です。これは警察庁、経済産業省、国土交通省、環境省で構成するエコ
ドライブ普及連絡会が提唱したもので、シンポジウムやイベントの開催などを通じて省燃費運転の推進を
図っています。
　そこで今月は、多くの運送事業者で取り組まれている省燃費運転活動による効果をみていくとともに、
活動に対する経営者・運行管理者の心構え、運転のコツまでを紹介していきます。
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Ⅰ. 環境・安全・経済に大きな効果

ラック輸送は国内貨物の90％以上を担い、
経済活動や市民生活を支えています。しかし一方
で、二酸化炭素（CO2）、NOx・PMの排出をはじめ、
環境に負荷を与えているのも事実です。
　環境保全のためにできる代表的な取り組みが、
「省燃費運転活動」です。この活動については、「地
球温暖化に対する関心の高まり」や「燃料価格の
高騰」などの経験を経て、多くの事業者において
高いレベルで取り組まれています。すでにご存じと
思われますが、省燃費運転には環境保全（CO2、
NOx・PM排出量の削減）のほか、「事故の防止」や
「燃料コストの削減」といった効果もあり、継続し
た取り組みが不可欠です。運転中のちょっとした
心がけでできることもあり、その積み重ねが大きな
効果として表れます。
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Ⅱ. 全スタッフが一体となって省燃費運転活動を推進

燃費運転には、様 な々効果があると理解して
いても、なかなか定着しないという声も聞かれます。
省燃費運転活動は、ドライバーのこれまでの運転
方法を変えることになり、不平や不満の声が上がる
ことから、途中で断念する運送事業者も少なくない
ようです。しかし、経営者や運行管理者が、日頃
からドライバーとコミュニケーションを図るとと
もに、設定した目標に向かって教育することで意識
を変えることは可能です。
　ドライバーの不平や不満を軽減し、協力を得る

ためには、まずは経営者や運行管理者が省燃費
運転の必要性をしっかり認識し、「必ずこの活動を
成功させる」という強い信念を持つことが大切です。
例えば、単に会社の利益向上のためだけに経費削減
を目指して活動を始めても、ドライバーの共感を
得ることはできないでしょう。経営者・運行管理者は、
活動を通じて『クリーンな走りで地球環境に貢献
する』、『事故を減らしドライバーの安全を守る』、
『利益を出して社員の雇用を守る』、といった気持ち
を持って取り組むことが重要です。

巻頭企画

地球環境の保全
・地球温暖化や大気汚染の防止

安全性の向上
・穏やかな運転による、交通事故の減少

経済性の向上
・燃料費の節約
・パーツの摩耗が減り、車両維持費の低減
・交通事故が減り、保険料低減

省燃費運転の効果

出典：公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団
　　 「トラック・バスのエコドライブテキスト」 出典：神奈川県「経営者・運行管理者のためのエコドライブ推進マニュアル」

経営者・運行管理者が強い信念を持つ

省 燃費運転活動は、ドライバーにとってストレ
スを感じるものです。活動を定着させるためには、
経営者・運行管理者が、不平や不満にもしっかりと
耳を傾け、フォローし、ドライバーのやる気を引き出
してあげることが大切です。

　最初は大変かもしれませんが、運行管理者はド
ライバーと一緒に取り組んでいく姿勢を示していき
ましょう。下記に、活動を始めると出てくるドライ
バーの不安やストレス、そのフォロー例をあげました
ので参考にしてみてください。

ドライバーに対する思いやりとフォローを大切に

　スピードオーバーで事故を起こしたり荷物を破損したら、到着が遅れたどころの責任ではあり
ません。経営者・運行管理者はそのことをしっかり認識し、荷主企業に対する責任は自分がとる
という心構えでいましょう。

事　例　 省燃費運転活動を始めると…
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ドライバーの不満 経営者・運行管理者の
フォロー

急がないと
仕事にならないですよ！

遅れたことで荷主企業に
何か言われたら、
私から説明する。
稼ぎよりも
安全を最優先にしてください
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